
令和８年度 市の重点目標をお知らせします

。すまいてし載掲てし約要を容内、はでジーペのこ ◀
　重点目標の達成に向けた具体的な取り組み項目などは市ホームページをご覧ください。

重点目標 目標値

「青の煌
きら

めきあおもり国スポ・障スポ」を契
機とした交流人口の拡大および地域の活性化
おもてなしを感じてもらえる大会となるよう
市民一丸となって取り組むことで、スポーツ
を通じた交流人口の拡大および地域の活性化
を図ります。

観覧者数　13,000 人
（相撲・サッカー・バスケットボール）

防災意識の向上
防災情報の周知により災害時の被害軽減につ
なげ、市民一人一人の防災意識を高めます。

防災マップの配布により防災意識が向
上した割合　70％

重点目標 目標値

第３次十和田市総合計画の策定

EBPM※の考え方を活用して、ウェルビーイ
ング（市民の幸福度）を指標に取り入れた総
合計画を、市民とともに策定します。
※証拠に基づく政策立案

①基本構想の議決
②基本計画の庁議決定

効果的なシティプロモーションの推進

庁内関係課や外部人材との協議のもと、実効
性のある戦略を定め、①地域イメージの向上
②関係人口、交流人口の増加③市民の愛着形
成などに資する効果的・効率的な情報発信に
努めます。

①移住ポータルサイト閲覧数
　60,000 人（前年度実績　51,348 人）

②新設 I
インスタグラム

nstagramフォロワー数
　3,000 人

重点目標 目標値

子育て支援の充実

子育て世帯が天候に左右されず安心して遊
び、交流できる屋内遊戯施設を整備します。

市民交流プラザ「トワーレ」の屋内遊
戯施設の整備完了
令和９年３月オープン

生涯にわたる健康づくりの推進

市民の健康状態と市の健康づくり施策の成果
を分析し、健康づくり施策に反映させます。

健康づくり事業の参加者のうち、健康
意識が高まった割合　90％
（過去５年平均　86.6％）

重点目標 目標値

生ごみ資源化による可燃ごみの減量

家庭および公共施設から排出される生ごみの
回収事業の拡大を図ります。

生ごみ回収量　94 トン
（前年度実績　50 トン）

コンビニ交付サービスの利用率向上

市民の利便性向上と窓口業務の効率化のた
め、コンビニ交付サービスの利用促進に努め
ます。

コンビニ交付サービス利用率　30％
（前年度実績　25.3％）

総務部

くらし窓口部
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健康こども
福祉部
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　今年度の市政運営方針を基に掲げた「各部等の重点目標」の中で、特に重要な項目をお知らせします。今年度も
各部署が一丸となり、取り組みを進めていきます。 企画調整課

重点目標 目標値

高速交通網の早期実現

八戸市から本市を経由し、小坂町へ至る高規
格道路の整備および国道 45 号の４車線化に
ついて、県や国への働きかけを行います。

要望する道路整備に関するイベント
参加者　150 人

安定した上下水道事業経営の確立

持続可能な上下水道事業運営のため、整備計
画・料金の見直し、デジタル技術の活用など
による効率化を柱とした「経営戦略」の見直
しを行います。

経常収支比率※　100％以上
※経常的な収入で、経常的な支出をどれだけ
　まかなえているかを示す指標です。

重点目標 目標値

望ましい教育環境の形成

市立小・中学校適正規模及び適正配置に関す
る基本方針に基づき、複式学級を有する学校
について統合に向けた取り組みを進めます。

統合の方向性を整理
①小学校 ３校（法奥、沢田、深持）
②中学校 １校（切田）

児童・生徒のむし歯予防の推進

市立小・中学校の児童・生徒を対象に、フッ
化物洗口事業を実施し、むし歯（う歯）予防
を推進します。

フッ化物洗口※実施率　90％
※フッ化物を含んだ洗口液で、うがいをす
　ることによりむし歯を予防する方法です。

重点目標 目標値

病院収支の均衡

入院人数の目標を達成することにより、病院
収支の均衡を図り、経営改善に努めます。

入院人数　240 人 / 日
（前年度実績　225 人 / 日）

急性期医療の充実

市民が安心して暮らすことができるよう、急
性期医療の充実を図ります。

①救急車受け入れ件数　3,000 件
（前年度実績　2,938 件）
②他の医療機関からの紹介件数
　8,000 件
（前年度実績　7,082 件）

重点目標 目標値

農地利用の最適化の推進

農地利用の最適化のため、農地の集積・集約
化を推進するとともに遊休農地の発生を抑
制・解消します。

農地の権利移動のあっせん成立件数　
10 件
（前年度実績　15 件）

重点目標 目標値

ふるさと納税寄付額の増加

農産物加工品などの返礼品の充実、積極的な
広告・プロモーションなどにより、寄付額の
増を目指します。

年間寄付額　３億円
（前年度実績　１億 6,702 万円）

観光戦略に基づいた観光振興

十和田奥入瀬観光機構と連携し、観光商品の
高付加価値化や高収益化を図ります。

旅行消費額１人当たり　28,000 円
（前年度実績　24,105 円）
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